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１ 実施日 

○１学期  ７月２０日  ９：３０～１２：００ １３：００～１６：００ 

○２学期 １２月２４日 １０：００～１２：００ １３：００～１６：００ 

  

 

 

 

 

 

２ 実施場所 

○図書室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〇 目 的   

食事や運動など生活について保護者と一緒に考え、健やかな子どもの成長につなげていく。 

 

〇 対象者 香南市立野市小学校の保護者 

 

〇 活動概要 

１学期末・２学期末の学習相談日に保護者が児童の生活面・食事面で気になることを養護教諭・

栄養教諭と共に考える場としている。相談活動の他にも、健康・食育に関わる掲示物の展示・簡単

にできる朝食メニューの試食・レシピ配布を行っている。  

 

〇 成果と課題 

・ 成果 

以前から行っている活動で、保護者の認知度も上がっており、学習相談の合間を縫って、試

食を食べに来たり気軽に立ち寄ったりできる場となっている。時期に合わせた旬の食材を使った

ものや給食レシピを知らせることで保護者が興味を持って毎回来てくれる方もいる。 

・ 課題 

保護者に事前のお知らせをしているが、興味がある保護者のみの参加になっているので、指

導が必要な児童(朝食欠食・偏食等)の保護者が来てみようと思う体制作りをしていく必要がある。 

１学期は初めての児童の登校がない土曜日実施の学習相談日であったため、保護者も休みの方が多く、

健康教室に来た方はゆっくりと掲示物を見たり、話したりする時間を多く取ることができた。 

２学期は従来通りの終業式後の実施だった。準備の時間が少なくなってしまったが、保護者を待つ児童も

いたため、一緒に朝食メニューを試食するなど親子で話をすることができた。 

以前は保健室で行っていたが、各教室から離れた位置にあったため、健康教室を行っていることに気付い

ていない保護者もいた。校舎の中心にある図書室に変更すると保護者の認知度も上がり、学習相談を待って

いる間に訪問してくれることも増えた。また図書担当に朝食に関する本を選んでもらい、朝食試食と一緒に展

示することもできた。 

３ 担当 

○養護教諭(肥満・痩身など健康に関わる相談 朝食試食メニューの調理) 

○栄養教諭(朝食・偏食など食に関わる相談 朝食試食メニューの立案・買い出し・調理) 

 

４ 実施までの流れ 

①職員会で健康教室の提案(養護教諭) 

②保護者宛の文書の送付(養護教諭) 

③朝食試食メニューの検討(栄養教諭・養護教諭) 

④前日に買い出し・図書室のセッティング(養護教諭・栄養教諭) 

⑤当日調理(栄養教諭・養護教諭) 

⑥相談活動をしながら、試食を勧める(養護教諭・栄養教諭) 

 

５ レシピ内容について 

○１学期 

   夏休みに入るため、保護者だけでなく、児童も一緒に作ることができるメニューを考えた。 

・ツナマヨ青じそそうめん 

・パングラタン 

○２学期 

おにぎりの具を紹介し、当日はその中から３つを試食できるようにした。また２学期は寒くなるため、汁物も 

一緒に提供している。 

・鮭しそおにぎり 

・オイルおにぎり 

・炊飯器でピラフおにぎり 

・あったか豚汁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試食と一緒に朝食に関する冊子とレシピ本を 

置き、保護者に啓発できるようにした。 

試食の内容を検討するにあたって、毎回テーマを設定し、啓発しやすいようにしている。 

・香南市の食材を使ったレシピ  ・朝食で簡単にできる副菜 

・栄養や彩りを考えたパン     ・みそだま             など 
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１学期配布レシピ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期配布レシピ 

 

 

 

                      学校給食週間の取組         鹿児島県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 豆運び大会 

保健給食委員会が中心となって豆運び大会を、児童朝会で実施した。事前にポスターや給食時間の放送を利用

して周知活動を行い、２週間前に練習用の豆とはしを各学級に配布した。また、栄養教諭によるはし使いの指導も

行った。児童が意欲的に取り組めるように、委員会で給食の牛乳パックを再利用し、手作りでしおり作りを行った。 

豆運び大会は、全児童を３グループに分けてグループ対抗で実施した。３０秒間で中学年以上は大豆、低学年は

金時豆を正しいはし使いで運ぶよう意識させた。終了後にしおりを配布し、今後も正しいはし使いを意識していくよう

呼びかけた。その後の給食時間に、はし使いを正そうと練習する児童の姿もあった。 

～豆運びの様子～ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
〇 目 的   

学校給食週間を通して、給食や食への理解と関心を高める。給食に携わる人たちとの交流を通

して、働く人への感謝の気持ちや、食べ物を大切にする心を育む。 

 

〇 対象者  全校児童 

 

〇 活動概要 

給食週間中に、保健給食委員会主催の豆運び大会を実施した。給食の牛乳パックを再利用した

プレゼントも用意し、事前に周知をして児童朝会で行った。 

地元米生産者との交流授業・交流給食や、調理員との交流給食を実施し、給食への理解と関心

を高めることができた。また、食べ物や働く方々への感謝の気持ちを持つことにもつながった。 

 

〇 成果と課題 

・ 成果 

・豆運び大会に向けて児童のはし使いの意欲が高まり、練習する姿が見られ、食事マナーの向

上につながった。 

・生産者の講話により米作りについて学ぶことができ、農業について学びを深めることができた。 

・生産者や調理員との交流により、食べ物へのありがたみを実感することができ、感謝の気持ち 

持つことができた。 

・ 課題 

授業を依頼できる地域の生産者が少ないため、内容をマンネリ化させない工夫が必要である。 

自然環境に大きく左右されやすい地場産物（農作物）を定期的に給食に取り入れられるよう

に、生産者との密な連携が必要である。 
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６ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業の成果             

事前アンケートと事後アンケートを比較すると、うんちが出た日数が７日（毎日）の児童が１２人から 

１４人に増加した。また、朝うんちが出た人が７人から１４人に、バナナうんちも１６人から２２人に増 

加した。 

      

 ７ 評価 

自分の生活習慣や食事を見直して毎日排便しようという意欲を持つことができたか。 

 

８ 献立名 

・ こめっこぱん 

・ 梅ジャム 

・ 牛乳 

・ 煮込みもてなしうどん 

・ カムカム揚げ 

・ くだもの（オレンジ） 

 

※ 授業で使用した資料等 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

めあて よいうんちをするにはどうしたらよいだろう うんちはかせの話 

たべもののたび ピン子ちゃんを元気にしよう 

写真 写真 

エプロン

シアター 
これからがんばりたいこと 

小学校　第６学年　体育科（保健領域）学習指導案 埼玉県

小学校第６学年 体育科（保健領域）学習指導案             埼玉県 
 

授  業  者    学級担任（T1） 
栄養教諭（T2） 

 
１ 単元名 「病気の予防」 
 
２ 単元について 
（１）児童の実態 

本学級の児童は、給食を残さず食べるなど、食に関して興味のある児童が多い。好き嫌いなく食
べるが、一方で、満腹になるまで食べ過ぎたり、好きな物をよりおかわりしたりするような傾向も
見られる。 
事前アンケートの結果、「生活習慣病を知っていますか」という問いに対して６人が知っている

と答えた。知っていることを自由記述させたが、実態は６人全員が「名前だけ知っている」という
回答だった。この結果から、児童にとって病気が身近でなく、基本的な知識が足りないと考えられ
る。そのため、本単元での学習を通して、病気の恐ろしさを理解するとともに、病気は自分の生活
のしかたで予防できることに気づかせていけるようにする。自分の健康を守るために、正しい知識
を得て、これからの生活に生かしていく態度を育てたい。 

  
（２）指導観 

「生活のしかたと病気の予防」では、栄養教諭と T・T で学習を進めていく。授業の流れや意見
を引き出していくことを担任が主で行い、栄養教諭は主として、専門性を生かして生活習慣病の説
明や、健康に過ごしていくためのアドバイスなどを行う。単元全体を通して、病気の起こり方と予
防についての基礎的な知識を理解させるとともに、その知識を活用して自分の生活について振り返
らせて、生活改善に生かしていく実践力を身に付けさせる。 
３／８時間となっているが、学習の関係で、１／８時間に設定している。 
 

３ 単元の目標 
○ 病気の起こり方と予防の方法について関心をもち、進んで課題を見付け学習活動に意欲的に取り

組むことができるようにする。                   【関心・意欲・態度】 
○ 病気の起こり方と予防の方法について課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などによ

り実践的に考え、適切な方法を選び、それらを表すことができるようにする。 【思考・判断】 
  ○ 病気の起こり方とその予防の方法や、地域の様々な保健活動について、課題の解決に役立つ基礎

的な事項を理解できるようにする。                    【知識・理解】 
 
４ 食育の視点 

心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解させ、自ら管理してい
く能力を身に付ける、【心身の健康】 

 
５ 本時の学習指導（本時 １／８） 
（１） ねらい 

生活習慣病を予防するには、健康によい生活習慣を身に付けることが必要であることを理解
するとともに、自らの生活習慣の課題を見付け、改善策を考えることができる。（思考・判断） 

 
（２） 展開 

段
階 学習内容 ・学習活動 

・指導上の留意点  ☆評価規準【評価方法】■手立て  
◎研究の視点に関わる手立て・指導上の留意点  資料

等 T1 T2 
導
入 
10
分 

１ 日本の生活習慣病の実態
を知り、自分たちとの関わり
に気づく。 

 
 

（アンケートの返却） 
・日本の生活習慣病の実
態とアンケート結果を
知り、実態と共に、自
分たちの問題であるこ

・生活習慣病という呼び
名に注目させる 

・アンケート結果を提示
しながら、児童の感想
を受容する 

大型
TV 
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２ 本時の課題を確認する。 

とを実感させる。 
◎自己解決を促す課題提示 
 
 
 
 

展
開 
25
分 

３ 生活習慣病の原因となる
生活習慣を理解する。 

 
（１）生活習慣病の原因を予想

する。 
 
 
 
（２）乱れた食生活・運動や睡

眠が不足することに起因
する生活習慣病を理解す
る。 

（３）病気を予防する生活習慣
を理解する。 

 
 
 
４ 自分の生活を振り返り、こ
れからの生活を考える。 

（１）自分の生活習慣のよいと
ころと問題点を考える。 

（２）未来の健康をつくるた
め、自分へのアドバイス
を手紙にする。 

 
 
 
 
 

・自分の考えをもってか
ら、ペアで交流するよ
う助言する。 

◎課題解決に向けたペア学習 
・よりよい成長には「食
事・睡眠・運動」が大切
であったことを思い出
させる。 

 
 
 
 
・クイズより、病気を予
防する生活習慣を知ら
せ、自己を振り返る機
会とする。 

 
・自分の生活を振り返っ
た後、グループなどで
交流し、アドバイスし
合うよう促す。 

◎課題解決に向けたグループ学習 
 
 
 
 
 

 
 
 
・各自予想ができるよう
助言する。 

 
 
 
・生活習慣の積み重ねが
病気を引き起こす例を
示す。 

 
・特に食習慣について
は 、 注 意 が 必 要 な
S.O.S（砂糖・油・塩）
や、和食の良さや間食
について知らせる。 

・食事、運動、睡眠の３つ
の観点に注目させるな
ど助言をする。 

 

 
 
 
 
 
写真 
 
 
 
ワー
クシ
ート 

整
理 
10
分 

５ 学習の振り返りをする ・自分へのアドバイスの
手紙を読むよう、数名
指名する。 

・自己を振り返ることが
できたことを称賛し、
今後の改善への意欲を
高める。 

 

 
６ 板書計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆病気の予防について、自分の生活と比べて考え、自分の生活習慣を見直し、課題を見
付けて望ましい行動の仕方を説明している。    【ワークシート・発言・態度】 

■本時の課題や掲示物に再度注目させて振り返らせ、今後の意欲につなげていく。 
 

生活習慣病を予防するために、どんなことに気を付けたらよいか考えよう。 
～未来の健康をつくるのは、今のわたし～ 

未来の健康をつくるのは今のわたし 
○課  
アンケート結果      生活習慣病の例     食事・睡眠・運動   自分への手紙 
 
             洋食と和食の食事比較 
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７ 評価 

 
 栄養教諭の後の時間に養護教諭が、それぞれの専門性を生かして関わることで、授業での強調したいと

ころを的確に明確に児童に伝えることができた。食の内容が盛りだくさんになり、交流が長くなってしま

った。自身の課題や、見直したい部分を考える時間を長く設定するとよかった。睡眠・食事・運動の関わ

りなど、既習事項と関連付けることができたところはよかった。 
 
８ 献立名 

  ・セルフおにぎり（わかめゆかりごはん・のり） 
  ・牛乳 
  ・呉汁 
  ・鮭の塩焼き 
  ・大根と白菜の昆布漬け 
 
 
 
※参考資料 （アンケート内容及び結果、和食と洋食の比較、ワークシート表・裏） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


